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・Emery,Stephen Albert  1879, Elements of 
harmony, Boston,A.P.Schmidt
・遠藤宏 1948,『明治音楽史考』,有朋堂：1991,『音
楽教育史文献　資料叢書第５巻』,大空社
・萩原茂 2000,『荻窪界隈文学散歩８』,「吉祥女
子中学・高等学校「研究誌」第32号」, 吉祥女子
中学・高等学校
・萩原茂 2001,『荻窪界隈文学散歩9』,「吉祥女子
中学・高等学校「研究誌」第33号」, 吉祥女子中学・
高等学校
・藤田圭雄 1971,『日本童謡史』,あかね書房
・福井直秋 1908,『初等和声学』,共益商社楽器店
・福井直秋 1919,『和声学教科書　全』,共益商社
楽器店
・近代日本音楽年鑑 1940,共益商社書店：1997,大
空社
・小島美子 2004, 『日本童謡音楽史』,第一書房
・小山章三 1993,「少年期の草川　信と音楽」,『信
濃教育』第1284号,信濃教育会出版部
・小山章三 2003,「優美な旋律を残した草川　信」,
『信濃教育』第1404号,信濃教育会出版部
・神津仙三郎訳（エメリー著） 1896,『和声学初歩』,
普及舎
・草川信 1974,『生い立ちの記』,信濃教育会出版
部
・草川誠 1994,『草川信水彩画集　どこかで春が』,
光村印刷BeeBooks
・松本正 1995,『大分県先哲叢書　瀧廉太郎』,大
分県教育委員会
・松坂直美 1991,『松坂直美作詞　抒情小曲集』,
東京音楽書院
・森川裕子 1980,「草川信̶その作品と心̶」,十
文字学園女子短期大学研究紀要No.12
・乙骨三郎訳（ヤダースゾーン著） 1929,『和声学
教科書』,開成館
・大分県教育委員会 1994,『大分県先哲叢書　瀧廉
太郎資料集』, 大分県教育委員会
・坂本麻実子 1991，『大正時代の女学生向け雑誌『令
女界』の歌曲』，「女性文化研究センター年報第５
号（通巻12号）」，お茶の水女子大学女性文化研究
センター
・信濃教育会出版部 1993,『信濃教育』第1284号
・鈴木三重吉 1917,『赤い鳥』創刊号,赤い鳥社
・鈴木米次郎訳（オシレー著）,1892,『新編音楽理
論』,嵩山房
・鳥井忱 1891,『音楽理論』,金港堂
・吉本隆行 1993,「草川　信の童謡について」,『信
濃教育』第1284号,信濃教育会出版部
注
１）
　数少ないが、草川信の童謡以外の音楽作品が演奏
された２つを挙げておく。
（１）平成５年５月23日、「生誕百年　草川信童謡
コンサート」黒姫童話館の「童話の森ホール」
（２）「講演・演奏会　草川信の未発表曲初公開　
歌人森山汀川（ていせん）との縁（えにし）」,平
成７年７月14日,長野県民文化会館・中ホール（萩
原 2000,P37）
・森山汀川歌集『峠路』に草川信が作曲した未発表
歌曲より「夕立の」「裏庭の」「やうやくに」「子
を持たず」「一冬の」（独唱：山本美智子、ピアノ：
山本昇）
　未発表童謡４曲「山の家」「土」「つらら」「月夜」
（長野少年少女合唱団、ピアノ：服部秀子）
・草川信・宏親子の未発表作品「ふるさと寂し」（草
川信・作歌作曲）「黄昏」（島崎藤村作詩、草川宏
作曲）（バリトン独唱：ジョー・ステイブルズ、
ピアノ：夏目比呂子）
・ヴァイオリン独奏　草川信「ヴァイオリン作曲集」
から「取り入れの頃」「島で」「つらら」（ヴァイ
オリン：飯島千鶴、ピアノ：幸地恵子）
　童謡「どこかで春が」「風」「汽車ポッポ」「揺籠
のうた」「緑のそよ風」「夕焼小焼」（長野少年少
女合唱団、ピアノ：服部秀子）
２）
　他の関連文献を挙げると以下のものがある。
・社団法人信濃教育会出版部 1994，『長野市の先人
に学ぶ第３集（草川信、赤尾善治郎、三沢勝衛）』
・依田信夫，2001，『物語夕焼け小焼け』，（有）市
民かわら版社
－260－
・郷土出版社 2004，『菜の花夕焼け里の秋（唱歌・
童謡のふるさと信州）』
・上田信道，『謎とき名作童謡の誕生』 2002，平凡
社新書
３）
　リヒターのものは、「新訳」となっているのが、
訳者の序文の内容からも、これは初めて訳されたこ
とを「新」と称しているのではないだろうか。また、
ヤダースゾーンは、滝廉太郎がライプツィッヒの王
立音楽院で和声学の指導を受けた教師である。その
頃は、近代市民社会が到来したヨーロッパの各地に、
市民の学ぶための音楽学校が誕生していた。
４）
　日本語で読める明治・大正期の音楽理論書（楽典
と和声学）の主なものを拾ってみると、以下のよう
になる。
・鳥居忱 1891（明治24），『音楽理論』 ,金港堂
・オシレー ,鈴木米次郎訳1892（明治25）年，『新
編音楽理論』,嵩山房
・エメリ （ー神津専三郎訳）　1896（明治29）年,『和
声学初歩』,普及社
・福井直秋, 『初等和声学』,1908（明治41）年,共益
商社楽器店
・リヒター（浅田泰順訳）　1912（大正２）年,『新
訳律氏和声学』,高井楽器店
・福井直秋　1919（大正９）年,『和声学教科書　全』,
共益商社楽器店
・ヤダースゾーン（乙骨三郎訳） 1929（昭和４）年,
『和声学教科書』,開成館
５）
　草川は、長野師範附属小学校時代、高等科３，４
年の時に、福井直秋の音楽の授業を受け、それを「生
い立ちの記」の中で、３年になるのが待ち遠しく、
「その頃、福井直秋先生が師範の、音楽教師であっ
たが、特に高学年の三四年丈には、わざわざ附属ま
で来られて教授されていて、五線音符で良い曲を教
えてくれた。楽器はオルガンであったが、良いハー
モニーの伴奏を附けられて教えられていた。それを
聞いている自分は、早く三年になって福井先生に就
きた度くてうずうずしていた。教生がでたらめな音
をつけて面白くもない歌を歌わせられるのを情無く
思った。」と述べ、その音楽性の高さに強く印象を
受けている（草川 1974）。福井との関わりは、東京
へ出てからも続いた。それについて小山（1993）は
次のように語る。
　草川信はこの福井直秋の影響や感化を、小学
校時代に受けただけではない。東京音楽学校卒
業後の大正九年から東京府立高等女学校（その
後都立駒場高校になり現在都立芸術高校）に奉
職したのは、福井の世話だったし、不巧の名作
「夕焼け小焼け」（中村雨紅作詩・大正十一年
作曲）を作ることになったのも、福井の橋渡し
があったからこそだった。
　また、ご子息の草川誠氏も「夕焼け小焼け」につ
いて、「小学校時代の恩師福井直秋の仲立ちで、ピ
アノ商「鈴木」の客へのサービスとして作った冊子
「あたらしい童謡」の中の１曲として作られたもの
です。」と語っている（萩原 2001,P.41）。あるいは、
誠氏は「福井の親父さんの所へ行ってくる」と言っ
て出かけていった生前の父の言葉を覚えておられ
た。
６）
　草川誠氏は萩原氏との対談の中で、草川信の作
曲について、「先に譜面で作っちゃうんですね。あ
とからピアノに向かったり、メロディーはヴァイ
オリンを弾いていましたね。」と語っている。（萩原 
2000）
７）
　なお、ポリドールからレコード化された歌曲とし
ては、「月待ち草」「さんたまりあ」などがあり、ヴァ
イオリン曲の「島で」「つらら」などは、ポリドー
ルのクラシックレーベルである太平洋レコードから
レコード化されたそうである。
　また、草川誠氏の記憶として、ポリドール専属だっ
た、サトウハチロウや東海林太郎らと、ポリドール
の野球部で一緒に野球をしていたそうである。
（2006年５月18日受付）
（2006年６月28日受理）
